「弾性波探査における解析・解釈技術の伝承」シンポジウム　開催要領
1.開催期日
平成22年1月12日（火）　13：00～17：00
2.場　　所
早稲田大学国際会議場

3.主　　催
(社)物理探査学会 地盤探査研究会　／　共催　(社)物理探査学会 地震防災研究会
4.趣旨
　弾性波探査（屈折法地震探査）は、土木地質調査において‘ブッタン’と称されるぐらい物理探査法の中では一般的で広く適用されている代表的な調査手法です。日本で生まれ広く適用されてきた解析手法である「ハギトリ法」は、トンネル設計のための指標となる地山速度を算出する手法として現在においても広く用いられています。近頃ではハギトリ法とトモグラフィ解析とを併用することが多くなりましたが、今後もその重要性は変わりません。弾性波探査が最も多く適用された頃から活躍されてきた財津さん、吉田さんを講師にお迎えして、ハギトリ法による高度な解析方法および解釈方法のノウハウについて話しをお伺いしたいと思います。また、ハギトリ～トモグラフィ世代の斎藤さんに適用方法に関する話しをしていただき、ハギトリ法とトモグラフィ法の併用に関する留意点など、学会として共通の認識を深めたいと考えています。皆様のご参加をお待ち致しております。

5.プログラム

13：00～13：10　開催挨拶

　　　　　トンネル物理探査研究委員会　委員長　松岡俊文（京都大学）
13:10－14:10　「ハギトリ法による解析のプロセスと留意点」
財津俊郎（元、サンコーコンサルタント(株)）
14:10－14:25　（休憩）

14:25－15:10　「ハギトリ法とトモグラフィ解析」
斎藤秀樹（応用地質(株)）
15:10－15:25　（休憩）

15:25－16:25　「山岳トンネル地質調査としての弾性波探査の適用」

吉田壽壽（日本物理探鑛(株)、社友）

16:25－16:35　（休憩）　

16:35－17:00　ディスカッション、質疑応答　　

司会：相澤隆生（サンコーコンサルタント(株)）
以上







